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　県育成会では、毎年県行政に対し予算要望を提出しています。実現しないことも多々
ありますが、確実に実を結ぶものもあります。
　その１つとして強度行動障害の人達への支援を２年前から要望していたところ、県で
は今年度後半より「強度行動障害地域生活支援事業」として強度行動障害の人達への新
たな取り組みを開始します。行動障害とは、ひどい自傷行為や他害、こだわりや物損、
食事や排せつ、多動、大声、パニックなど生活をする上での困難があり生活するうえで
著しく制限を受け、本人は勿論ですが、周囲にも大きな影響を与え、思春期以降に多く
みられ、環境との不適応による二次障害ともいわれています。また、行動障害判定基準
で10点以上が強度行動障害と判定されます。
　今回の事業内容は、激しい行動障害がある人を一定期間間（３カ月～６カ月）専門知
識を備えた支援施設（あかりの家）で24時間・マンツーマン体制で集中支援をするとい
うものです。また、集中支援後の受け入れ事業所の支援者も後半支援に加わり、障害特
性や支援方法を学ぶことでスムーズに地域での生活に移行できることや他の利用者への
支援にも活かすことができ支援者のスキルアップにもつながります。
　この事業を先進的に行っている福岡市の社会福祉事業団「か～む」の実践報告では、
集中支援後は日常生活にほぼ支障がないようなケースがみられました。（P9参照）
判定基準10点という点数に満たなくても生活に支障をきたしている行動障害の人は多く
います。始まったばかりの事業ですが、この事業が広く周知され、県内にもっと多く受
け入れ態勢が出来ることを期待しています。
　もう１つは、県東部リハビリテーションセンターが今年度後半より尼崎市で一部オー
プンすることになりました。知的障害の人達も生活の質を上げるため、また高齢化に向
けこれからリハビリは必要不可欠になってくるものと思われます。県東部には手薄だっ
たリハビリセンターが開設されることで、身近な所で診察や相談できる窓口ができたこ
とで便利になり安心したという声を多く聞いています。
　障害のある人たちの困りごとや生活が豊かになるよう県行政に伝え、そして実現する
よう活動していきますので、これからもご協力よろしくお願い致します。

公益財団法人　兵庫県手をつなぐ育成会
理事長 井上　三枝子

強度行動障害への取組
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　令和元年５月29日、新しい評議員、理事及び監事が選任されました。また理事長には井上三枝
子さん、副理事長には田中文江さんと三木尚美さんが再任され、新たに副理事長として近藤眞由美
さん、常務理事には内海育子さんが選定されました。

〔順不同〕

氏　名
福　田　好　宏
岡　本　　　征
小　原　冷　子
浅　山　みゆき
細　見　頼　子
藤　本　義　性
領　五　恭　子

7名

第5期理事（令和元～令和2、任期2年）

役　職 ブロック 地　区 氏　名
理 事 長 阪神南 尼 崎 市 井　上　三枝子
副理事長 西播磨 相 生 市 田　中　文　江
副理事長 阪神北 三 田 市 三　木　尚　美
副理事長 阪神南 西 宮 市 近　藤　眞由美
常務理事 西播磨 太 子 町 内　海　育　子

理　　事

阪神北 伊 丹 市 下　村　直　美

東播磨
明石地区 本　田　えつ子
東 播 磨 植　田　貴　代

北播磨
三 木 市 近　野　一　弘
小 野 市 黒　田　みちる

中播磨
姫路地区 立　花　典　子
中 播 磨 前　川　好　文

但　馬 朝 来 市 谷　川　　　晃
丹　波 丹 波 市 大久保　和　英
淡　路 洲 本 市 川　渕　悠　子

15名

　親亡き後の子どもを思う時、何事も子どもに「やらせる」ことが解って
いても、ついつい手出し口出しの「バカな親」。我が子が親依存になって
いるのではと思ってはいるものの、37年間のヒズミを取り戻せるかなぁー
と、自問自答する今日この頃です。こんな私が評議員として大役が務めら
れるのか不安ですが、少しでもお役に立てるよう頑張る所存です。

新役員体制が決定公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会

第3期評議員
（令和元～令和4、任期4年）

藤本　義性　評議員

新しく選任された役員のあいさつ

　このたび評議員に選任されました領五です。
　平成から「令和」という新しい元号に変わりこれからも育成会員として、
又新たに多くの方々とのつながりの中で、皆さんといっしょに親なき後に
向けての心配事を少しずつでも解決していけたらなあと願っています。

領五　恭子　評議員

監 事
小　石　信　子
松　井　美弥子

2名

第3期監事
（令和元～令和4、任期4年）
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（単位：円）
科　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　　計

Ⅰ 経　 常　 収　 益
基 本 財 産 運 用 益 0 0 0 0
特 定 資 産 運 用 益 0 0 0 0
受 取 会 費 5,849,334 1,462 ,333 1,462 ,333 8,774 ,000
賛 助 会 費 200,000 0 0 200,000
事 業 収 益 0 3,388,080 0 3,388 ,080
受 取 補 助 金 等 12,260,000 120,000 1,740 ,000 14,120 ,000
受 取 負 担 金 2,283,000 0 0 2,283 ,000
受 取 寄 付 金 120,000 0 0 120,000
雑 収 益 446,287 0 210,443 656,730
経 常 収 益 計 21,158,621 4,970 ,413 3,412 ,776 29,541 ,810

Ⅱ 経　 常　 費　 用
事 業 費 21,656,264 4,988 ,070 0 26,644 ,334
管 理 費 0 0 3,491,484 3,491 ,484
経 常 費 用 合 計 21,656,264 4,988 ,070 3,491 ,484 30,135 ,818
経 常 増 減 額 △ 497,643 △ 17,657 △ 78,708 △ 594,008
経 常 外 増 減 額 △ 1 0 0 △ 1
固 定 資 産 受 増 益 264,600 0 0 264,600
一般正味財産増減額 △ 233,044 △ 17,657 △ 78,708 △ 329,409
一般正味財産期首残高 7,475,331
一般正味財産期末残高 △ 233,044 △ 17,657 △ 78,708 7,145 ,922
指定正味財産期末残高 132,682,000
正 味 財 産 期 末 残 高 139,827,922

　この度常務理事に就任させていただく事になりました。
　西播磨という小さな地域の中でしか活動していなかったのが兵庫県へと
広がり、毎回学ばせていただいています。この学びを子どもたちとその家
族のために活かしていけるよう日々務めて参りますので、宜しくお願い致
します。

　この度、県育成会の理事に就任いたしました伊丹市手をつなぐ育成会の
下村直美です。微力ではございますが色々と経験させて頂き学ばせて頂き
たいと思います。そして活気ある活動につなげていきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

　私の子ども（一男一女）は、自閉症を伴う重度の知的障害があります。
前途は明るいと言い難いですが、今の福祉制度があるのは、先輩方のお陰
と感謝して力不足ではありますが、精一杯務めさせていただきます。どう
ぞよろしくお願いいたします。

内海　育子　常務理事

下村　直美　理事

黒田　みちる　理事

の ぎ く（4）第125号 令和元年11月1日発行



１　知的障害者に関する研修
　⑴権利擁護委員会

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容

H30年10月29日（月） 県福祉センター 10名 権利擁護関係機関連絡会議
（権利擁護に向けた取組み状況について）

H30年11月 9 日（金） 五色精光園成人寮 8名 重度・高齢化に取組む先進的施設の視察

　⑵知的障害者相談員研修会（兵庫県委託事業）

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容

H30年 9 月13日（木） 県福祉センター 49名 「知的障害者相談員の役割」
「相談の心構えと仕方」

H30年 8 月28日（火） 木口記念会館（芦屋市） 57名 「知的障がい者が高齢になった時～高齢者施設での共生」
H30年12月11日（火） 県福祉センター 53名 「知的障害者の雇用支援」

　⑶専門部会研修会
　　〔高齢化対策部会〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H30年 8 月28日（火） 木口記念会館（芦屋市） 57名 「知的障がい者が高齢になった時～高齢者施設での共生」

　　〔地域生活・就労支援部会〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H30年12月11日（火） 県福祉センター 53名 「知的障害者の雇用支援」

　　〔施設・事業所部会〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H30年11月21日（水） あいすくりーむの家 28名 「高齢化に対応したグループホーム視察」
H31年 2 月 7 日（木） 同　上 30名 同　上

　　〔本人活動支援部会〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H31年 1 月19日（土） 加古川市総合福祉会館 74名 「みんなで一緒に考えよう！『意思決定ってなに？』」

　　〔学齢期部会〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H30年11月16日（金） 県福祉センター 26名 「キッザニア甲子園を知ろう」

　⑷障害基礎年金学習会

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H30年 9 月14日（金） 県立和田山特別支援学校 21名 「障害基礎年金制度と申請の仕方」
H30年 9 月20日（水） 小野市立小野特別支援学校 37名 同　上
H30年10月 3 日（水） 県立東はりま特別支援学校 64名 同　上
H30年10月16日（火） 県立姫路特別支援学校 62名 同　上

　⑸成年後見人養成講座（兵庫県委託事業）
　　〔中播磨・福崎町〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容

H30年 7 月13日（金）

福崎町立サルビア会館

18名
18名

「知的障害者をめぐる福祉制度」
「知的障害者の権利擁護と成年後見制度の概要」

H30年 7 月27日（金） 22名
24名

「知的障害者の理解と支援」
「成年後見制度と審理」

H30年 8 月10日（金） 22名
22名

「成年後見業務～事例を通して」
「成年後見業務～身上監護と財産管理」

H30年 8 月24日（金） 22名
21名

「成年後見制度と法的諸問題」
「知的障害者の地域生活と権利擁護」

平成30年度 事業報告
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　　〔阪神北・伊丹市〕

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容

H31年 1 月16日（水）

伊丹市立
障害者福祉センター

18名
19名

「知的障害者をめぐる福祉制度」
「知的障害者の権利擁護と成年後見制度の概要」

H31年 1 月30日（水） 19名
18名

「知的障害者の理解と支援」
「成年後見制度と審理」

H31年 2 月13日（水） 17名
17名

「成年後見業務～事例を通して」
「成年後見業務～身上監護と財産管理」

H31年 2 月27日（水） 16名
16名

「成年後見制度と法的諸問題」
「知的障害者の地域生活と権利擁護」

　⑹RPM講演会

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容
H30年 6 月 8 日（金） 尼崎市総合文化センター 147名 「RPMの実践について」

　⑺職業児等職業体験事業（兵庫県委託事業）
　　H31年1月26日（土）16：00～、「キッザニア甲子園」　参加者409名

２　知的障害者に関する普及・啓発
　⑴第62回兵庫県知的障害者福祉大会（兵庫県委託事業）
　　H30年10月18日（木）10：30～、「明石市立市民会館」　参加者712名
　　講演Ⅰ　「やさしい社会を明石から」
　　講演Ⅱ　「だれもが安心して暮らせる共生のまちづくり」
　⑵第14回兵庫県障害者芸術・文化祭（H30兵庫県障害者福祉大会）
　　H31年2月24日（日）13：00～、「兵庫県立芸術文化センター」（西宮市）
　　理事長表彰「知的障害者就労表彰」22名（企業10年表彰10名、20年表彰12名）
　⑶第67回兵庫県社会福祉大会
　　H30年11月20日（火）13：00～、「川西市キセラホール」
　　兵庫県知事表彰「障害者自立更生者」　育成会13名

３　知的障害者に対する支援事業
　⑴知的障害者相談事業　　延べ相談日数94日、相談件数49件（H29　87日、24件）
　⑵地域生活援助者養成講座（兵庫県委託事業）

開　催　日 場　　所 参加者 内　　　容

H30年 8 月23日（木） 県福祉センター 22名
19名

「知的障害者福祉」
「知的障害者への支援制度」
「知的障害者の人権」

H30年 8 月29日（水） 同　上 17名
14名

「グループホームによる支援のあり方」
「知的障害者への相談支援のあり方」

H30年 9 月 5 日（水） 同　上 18名
17名

「知的障害者の健康管理」　
「知的障害者への心のケア」

H30年 9 月25日（火） 同　上 21名
20名

「知的障害者への支援の基本」
「援助者としての実践的な支援技術」

　⑶在宅重度障害者生活環境改善資金貸付　　貸付件数　なし（H29　1件）

４　組織運営
　⑴理事会、評議員会、会長会、地区会長懇談会の開催
　⑵国・兵庫県等への予算要望

５　賛助会員の募集 　会員数32名、賛助会費200,000円（H29　39名、337,000円）

６　育成会改革プランの推進
　　①事業廃止　　地域生活援助者バージョンアップ養成講座、親と子の学級配分金
　　②事業見直し　社会活動参加促進支援事業分担金の算定単価の引下げ
　　③組織見直し　「全国育成会・権利擁護センター事務局」の移管
　　④新規事業　　RPM講演会の開催、疑似体験啓発活動費助成制度の創設
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　令和元年８月９日（金）、兵庫県知事あてに次の
とおり令和２年度予算要望書を提出し、同９月24
日（火）、兵庫県関係部局と意見交換を行いました。

〔要望内容〕
１　権利擁護

　⑴知的障害者福祉法の見直し（知的障害の定義
づけ、療育手帳の全国統一化と用語の見直し）

　⑵知的障害者の理解促進と差別解消
　　①実践的な理解啓発活動の推進
　　②疑似体験啓発活動団体の周知と県職員向け

疑似体験研修の実施
　　③警察官への教育
　　④警察での取調べの可視化
　　⑤すべての小中学校での疑似体験学習の実施
　　⑥欠格条項の撤廃
　　⑦投票環境の整備
　⑶知的障害者の虐待防止
　　①虐待の根絶
　　②虐待事案の公表
　　③学校での虐待防止対策
　　④障害者虐待防止法の見直し（学校、保育所

等、医療機関、官公署等の通報義務化）
　⑷成年後見制度の利用促進
　　①中核機関の設置や地域連携ネットワークの

整備指導
　　②成年後見制度利用のための財政的支援
　　③権利擁護センター（成年後見支援センター）

の全市町での早期設置と財政的支援
　　④市民後見人の養成、⑤後見人の不祥事防止

２　所得保障
　⑴すべての療育手帳所持者への適正な障害基礎

年金の支給
　　①障害基礎年金の再審査に当たっては従来の

年金等級を引き下げないこと
　　②専門的診断を行う「指定医」の各市町への

配置
　　③就労により支給額の減額や障害等級を下げ

ないこと
　　④知的障害者の年金の再認定手続き（診断書

の提出）の廃止
　⑵障害基礎年金額の引上げ

３　障害福祉サービスの充実
　⑴知的障害児者等への見守り体制の強化
　⑵相談支援体制の充実

　⑶医療的ケア児者への支援
　⑷強度行動障害を有する人への支援
　⑸グループホームの充実
　　①家賃補助の恒久化
　　②開設準備費等の補助引上げ
　　③スプリンクラーの設置義務緩和、
　　④重度障害者のグループホームの設置
　　⑤マッチングと税制優遇措置
　⑹移動支援サービスの充実（ガイドヘルパーの

スキルアップ研修の実施と報酬額の引上げ）
　⑺知的障害者に特化した施設設置
　⑻サービス希薄地域への事業者の参入指導
　⑼障害者のスポーツと芸術文化活動への支援

【新規】

４　雇用・就労対策
　⑴知的障害者の雇用拡大【新規】
　⑵県での正規職員としての積極的雇用
　⑶Ａ型事業所の適正運営指導

５　県単独制度（事業）
　⑴障害児等職業体験事業の継続実施
　⑵県東部障害児者リハビリテーション拠点の設

置
　⑶2020近畿大会への支援【新規】

６　教育の充実
　⑴教職員の資質向上
　　①外部関係者との連携・対応力の向上【新規】
　　②丁寧な言葉づかい、
　　③教員のスキルアップと適任者の配置
　⑵外部専門家の資質向上【新規】
　⑶就職率の向上
　⑷施設・設備の充実（建替え・耐震化、既存設

備の点検と改修等）
　⑸特別支援学校の過密化対策
　⑹高等部卒業後の専攻科の設置、
　⑺高校への特別支援学級の設置
　⑻医療的ケアの実施体制の整備（看護師の配置、

医師との連携等）【新規】
　⑼特別支援学校の防犯対策【新規】

７　その他
　⑴災害時の知的障害者の避難支援
　⑵知的障害者への交通費助成
　⑶療育手帳所持者の自動車税の減免【新規】

兵庫県に対し令和2年度予算要望書を提出
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　令和元年10月11日（金）相生市文化会館 扶桑電通なぎさホールにおいて「だ
れもが尊重され普通に暮らせる社会をめざして」をテーマに兵庫県下各地区か
ら約600人の参加者がありました。午前中は全国手をつなぐ育成会連合会久保
厚子会長による、中央情勢報告。午後からは福島健太弁護士による「親なきあ
との準備支援～財産管理（信託、遺言、成年後見、相続）のあり方を考える～」
と題しての講演会があり、今、県育成会が取り組んでいる重要課題についての
お話が聞けました。相
生市で開催するのは
63回目にして初めて
の大会でとても不安で

したが、多くの方々のご協力をいただき準
備を進めて参りました。お陰様で当日は会
場を埋め尽くす参加者の熱い思いが伝わ
り、大盛況の大会になったことに感謝申し
上げます。また、相生市の会員52人の小
さな会が、総出で取り掛かり、会の団結力
をより深いものにできた大会でした。

理事長表彰受賞者（代表受領）
勇山　好子様

感謝状受賞者　神澤　澄子様

第63回兵庫県知的障害者福祉大会を開催して
公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会副理事長
相生市手をつなぐ育成会会長　田中　文江

表彰・
感謝の別 № 個人・団体名 推　薦　者

表　彰

1 山　本　千　里 尼崎市手をつなぐ育成会

2 宮　城　美津子 尼崎市手をつなぐ育成会

3 勇　山　好　子 宝塚市手をつなぐ育成会

4 森　利秋（故人） 美方郡手をつなぐ育成会

5 田　中　哲　雄 美方郡手をつなぐ育成会

感　謝 1 神　澤　澄　子 三木市手をつなぐ育成会

開会式
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　私の息子は小学５年生の時に初めて
RPMレッスンを受けました。イスの上に
立ったり、部屋を歩き回ったりしてもその
ままの状態で話しかけ、２択の紙を選択さ
せる方法に驚きましたが、その後家でも少
しずつ練習しました。質問を聞き、選択肢
を見て、正しい方を手で選択する、という
練習を繰り返すことがその後色々な場面で
役立つことが分かりました。学校でも２択
を使って授業に参加できた他、意思表示が
はっきりできるようになり、友達の質問に
も答えられるようになり、皆と一緒に落ち着いて過ごせるようになりました。このように、言葉を
話したり書いたりできなくても勉強できる方法があること、そして教科学習と選択の練習をするこ
とがコミュニケーション向上や身辺自立にも役立つということが今後広く認識されていくことを
願っております。

　令和元年9月5日（木）に開催された福岡市
における強度行動障がいの取り組みについて
の研修は、興味深くまた事例を紹介していた
だいたスライドには大変衝撃を受けました。
　たくさんの方の支援で状態が良くなってき
ている女性を見て、こんなにも改善され穏や
かな生活に戻ることができたといううれしさ
はもちろん、難しさと、大変さを考えさせら
れました。
　ご本人が一番苦しい状態にあり、その方に
関わっている方もどう対応してよいのかと毎

日苦悩している日々があります。このような事業が制度化され大変うれしく思います。また生活が
改善され、集中支援後の生活をどのように支えていくのかということも大きな課題になってくるか
とも思いました。
　各市町村での協力体制が重要となりますが、この事業が始まったことが広く周知され、早く安心
できる豊かな生活を送ることができる方が増えることを願います。

一般社団法人尼崎市手をつなぐ育成会
会員　十河　和代

NPO法人三田市手をつなぐ育成会
副会長　長井　和枝

RPM研修会　実践報告をして近畿地区手をつなぐ育成会
リーダー養成研修会（令和元年6月3日）

強度行動障害支援研修会に参加して
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　西宮の地域自慢…と言われて、何を紹介しようかと迷うほど自慢はたくさんあります。
西宮市は、海・山・川の自然に恵まれた、人口約49万人の中核市で、2015年には市政90
周年を迎えました。
　六甲山からの伏流水である「宮水」を使った酒造り。球児たちあこがれの「甲子園球場」。
えべっさんで知られる西宮神社では、毎年多くの人が「福男」を目指して走ります。日本
で2か所しかない「子どもたちの職業体験テーマパーク『キッザニア甲子園』」も西宮にあ
るのです。そして、関西学院大学や武庫川女子大学など多くの大学や短期大学があり、学
生のまちでもあります。
　もしかしたら、あまり知られていない「小連体」「中連体」。西宮では、公立小中学校に
通う子どもたちはみんな甲子園の土を踏めるという特権。毎年秋には、甲子園球場で市
内の小中学校の連合体育大会が開催されています。子どもたちだけでなく、ママたちも
PTA演技で甲子園のグランドに立てるのです。
　阪急西宮ガーデンズやららぽーと甲子園等、大型ショッピングモールもあります。ぜひ、
皆さんも、いろいろな「西宮」に触れてみてください。

キッザニア甲子園
障害児等職業体験事業実施

阪神甲子園球場での小中学校の連合体育大会での中学生による「人文字」

小学生による「組体操」

西宮神社
（えべっさん）

in 西宮市地 域 自 慢
一般社団法人西宮市手をつなぐ育成会

会長　近藤　眞由美
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5月に三役が新体制になって5カ月が過ぎました。今回、三役すべてが女性という少々パ
ワー不足を心配される方もあろうかと思いますが、令和の時代を迎え多様性を認めながら柔と剛を織り交
ぜ活動していきますのでこれからもご協力よろしくお願い致します。（M. I）

編 集 後 記

　生活サポート総合補償制度は、2020年4月1日より掛金と補償内容の改定を実施いたしま
すので、その内容をお知らせいたします。

１．制度掛金（保険料）の変更
A・Bプランの掛金（保険料）の値上げを行います。

２．補償内容の変更
●「付添介護保険金」について、「3時間以上の付添介護」を補償の対象とします。
　（3時間未満の付添介護については、補償の対象外となります。）
●Bプランに、新たに「弁護士費用等補償特約」を付帯します。
●「弁護士費用等補償特約」の補償範囲に、新たに「弁護士接見費用※」を含めます。
　（※）「弁護士接見費用」とは、被保険者の逮捕・勾留中に接見（面会）した弁護士に対して支払う費用をいいます。

３．ご加入条件の変更
●2020年4月1日時点で満65歳以上の場合、新規でBプランにご加入いただくことはできません。
●2021年4月1日時点で満65歳以上の場合、新規・切り替えともに、Bプランにはご加入いただけ

ません。
　（2021年2月までに既にBプランにご加入の場合は、Bプランのままご継続いただけます。）

４．改定実施にむけたスケジュール
●改定内容の詳細について、「2020年度制度会員継続のご案内」（2020年2月頃に発送予定）にて

再度お知らせしますので、必ずご確認ください。
※詳細につきましては、2020年改訂パンフレットでご確認をお願いいたします。

改　定　前 改　定　後

Ａプラン 17,000円
（保険料 14,810円／制度運営費 2,190円）

19,500円
（保険料 17,000円／制度運営費 2,500円）

Ｂプラン 23,000円
（保険料 19,810円／制度運営費 3,190円）

25,200円
（保険料 22,720円 ／ 制度運営費 2,480円）

Ｃプラン 22,000円
（保険料 19,430円／制度運営費 2,570円）

22,000円（改定前と同額）
（保険料 19,510円／制度運営費 2,490円）

一般社団法人　兵庫県知的障害児者生活サポート協会事務局	 Tel 078-891-4177
◆補償制度担当代理店：ジェイアイシーウエスト株式会社	 Tel 0120-177-294
◆引受保険会社：AIG損害保険株式会社　大阪プロチャネル営業部	 Tel 06-7223-2010

お問合せ先

兵庫県知的障害児者生活サポート協会よりのお知らせ
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◆ 公益財団法人　兵庫県手をつなぐ育成会組織一覧表 ◆（令和元年度）

No. 地区名 地区育成会名 R1
会員数

会長
（理事長）名 〒 地区育成会住所 事務局TEL 事務局FAX

阪

神

南

1 尼　崎 一般社団法人
尼崎市手をつなぐ育成会 416 井

いの

上
うえ

三
み

枝
え

子
こ 660-0893 尼崎市西難波町2-3-10 06-6419-3897 06-6419-3899

2 西　宮 一般社団法人
西宮市手をつなぐ育成会 360 近

こん

藤
どう

眞
ま

由
ゆ

美
み 663-8241 西宮市津門大塚町1-47 0798-33-7713 0798-33-7743

3 芦　屋 NPO法人
芦屋市手をつなぐ育成会 43 朝

あさ

倉
くら

　己
き

作
さく 659-8501 芦屋市精道町7番6号

芦屋市福祉事務所内 0797-31-0670 同　左

阪

神

北

4 伊　丹 NPO法人
伊丹市手をつなぐ育成会 151 下

しも

村
むら

　直
なお

美
み 664-0015 伊丹市昆陽池2-10

アイ愛センター内 072-770-5410 072-770-5610

5 宝　塚 一般社団法人
宝塚市手をつなぐ育成会 354 浅

あさ

山
やま

みゆき 665-0825 宝塚市安倉西4丁目1番7号 0797-86-9883 0797-86-9299

6 川　西 NPO法人
川西市手をつなぐ育成会 85 森

もり

寺
てら

美
み

由
ゆ

紀
き 666-0002 川西市滝山町7-7 072-786-9244 同　左

7 三　田 NPO法人
三田市手をつなぐ育成会 47 市

いち

川
かわ

　修
しゅう

子
こ 669-1533 三田市三田町29-14 079-563-2933 同　左

8 猪名川 猪名川町手をつなぐ育成会 34 多
た

田
だ

　千
ち

景
かげ 666-0236 川辺郡猪名川町北田原字南山14-2

猪名川町社会福祉協議会内 072-766-2525 072-766-0900

東

播

磨

9 明　石 明石地区手をつなぐ育成会 410 四
し

方
かた

　成
しげ

之
ゆき 673-0882 明石市相生町2-7-12 明石市立

勤労福祉会館 あすく事務所内 078-945-5519 同　左

10 加古川 加古川市手をつなぐ育成会 441 澤
さわ

田
だ

きみよ 675-8577 加古川市加古川町寺家町177-12
加古川市総合福祉会館内 079-422-8899 同　左

11 高　砂 高砂市手をつなぐ育成会 45 光
みつ

井
い

　早
さ

苗
なえ 676-0824 高砂市阿弥陀町南池520

育成寮内 079-448-0941 同　左

12 東播磨 東播磨地区
手をつなぐ育成会 90 植

うえ

田
だ

　泰
やす

弘
ひろ 675-1105 加古郡稲美町加古4369-3

障害者ふれあいセンター内 079-492-4166 079-492-9170

北

播

磨

13 西　脇 NPO法人
西脇市手をつなぐ育成会 38 竹

たけ

中
なか

　敏
とし

文
ふみ 677-0025 西脇市大野175番地 0795-22-8149 同　左

14 三　木 NPO法人
三木市手をつなぐ育成会 47 近

ちか

野
の

　一
かず

弘
ひろ 673-0743 三木市口吉川町桾原150番地 0794-88-2330 同　左

15 小　野 小野市ひまわり会 61 黒
くろ

田
だ

みちる 675-1380 小野市王子町801
小野市社会福祉協議会内 0794-63-2575 0794-63-5191

16 加　西 NPO法人
加西市手をつなぐ育成会 26 野

の

田
だ

　英
えい

紀
き 675-2303 加西市北条町古坂1072-14 健康福祉

会館3階　加西市社会福祉協議会内 0790-43-3870 同　左

17 加　東 加東市手をつなぐ育成会 6 大
おお

西
にし

ひとみ 673-1431 加東市社26
加東市社福祉センター内 0795-42-2006 0795-42-9039

18 多　可 多可町手をつなぐ育成会 46 吉
よし

本
もと

　　優
まさる 679-1133 多可郡多可町中区糀屋434番地11 0795-32-3425 0795-32-4162

中
播
磨

19 姫　路 NPO法人
姫路地区手をつなぐ育成会 180 山

やま

田
だ

　直
なお

恵
え 670-0955 姫路市安田三丁目1番地

姫路市総合福祉会館3階305号 079-285-4810 079-285-4822

20 中播磨 中播磨地区
手をつなぐ育成会 107 前

まえ

川
かわ

　好
よし

文
ふみ 679-2311 神崎郡市川町上田中194-2

尾波様方 0790-26-0855 同　左

西

播

磨

21 相　生 相生市手をつなぐ育成会 52 田
た

中
なか

　文
ふみ

江
え 678-0031 相生市旭1丁目6-28

総合福祉会館内 0791-22-7167 0791-23-4596

22 たつの たつの市手をつなぐ育成会 143 矢
や

野
の

　一
かず

隆
たか 679-4192 たつの市龍野町富永1005番地1 0791-64-3204 0791-63-0863

23 赤　穂 赤穂市手をつなぐ育成会 27 兼
かね

田
だ

　静
しず

子
こ 678-0292 赤穂市加里屋81番地 0791-43-6833 0791-45-3396

24 太　子 太子町手をつなぐ育成会 30 内
うつ

海
み

　育
いく

子
こ 671-1561 揖保郡太子町鵤341-1

NPO法人さわやかの部屋内 079-277-6010 079-280-3250

25 上　郡 上郡町手をつなぐ育成会 45 小
こ

谷
たに

　　亨
とおる 678-1292 赤穂郡上郡町大持278

上郡町役場健康福祉課内 0791-52-1114 0791-52-6015

26 佐　用 佐用町手をつなぐ育成会 42 木
き

村
むら

　政
まさ

照
てる 679-5380 佐用郡佐用町佐用2611番地1

佐用町役場内 0790-82-0661 0790-82-0144

27 宍　粟 宍粟市手をつなぐ育成会 26 見
み

當
あたり

　　智
さとし 671-3221 宍粟市千種町西山476-1

見當様方 0790-76-3430 同　左

但

馬

28 豊　岡 NPO法人はばたけ
手をつなぐ育成会（豊岡市） 59 中

なか

井
い

佳
か

与
よ

子
こ 668-0031 豊岡市大手町7番9号 0796-24-3660 0796-34-6433

29 美　方 美方郡手をつなぐ育成会 70 田
た

野
の

　哲
てつ

夫
お 669-6747 美方郡新温泉町三谷389-1

新温泉健康福祉事務所内 0796-82-3161 0796-82-3289

30 養　父 養父市手をつなぐ育成会 52 宮
みや

本
もと

　厚
あつ

子
こ 667-0021 養父市八鹿町八鹿1675

八鹿老人福祉センター内 079-662-7477 同　左

31 朝　来 朝来市手をつなぐ育成会 45 谷
たに

川
かわ

　　晃
あきら 679-3301 朝来市生野町口銀谷747-1

生野地域センター 079-679-3053 079-679-3066

丹

波

32 丹　波 丹波市手をつなぐ育成会 66 大
おお

久
く

保
ぼ

和
かず

英
ひで 669-3602 丹波市氷上町常楽209番地の1

丹波市社会福祉協議会内 0795-82-4631 0795-82-4519

33 丹　波
篠　山

丹波篠山市
手をつなぐ育成会 39 西

にし

山
やま

　照
てる

美
み 669-2205 丹波篠山市網掛301番地

丹波篠山市社会福祉協議会内 079-590-1112 079-590-1123

淡

路

34 洲　本 洲本市手をつなぐ育成会 41 川
かわ

渕
ぶち

　悠
ゆう

子
こ 656-0027 洲本市港2番26号

洲本市健康福祉館3階 0799-24-5877 同　左

35 淡　路 淡路市手をつなぐ育成会 51 川
かわ

向
むかい

　尚
ひさ

美
み 656-2292 淡路市生穂新島8番地

淡路市健康福祉部地域福祉課内 0799-64-2510 0799-64-2564

36 南
あわじ

南あわじ市
手をつなぐ育成会 55 後

ご

藤
とう

　直
なお

子
こ 656-0492 南あわじ市市善光寺22番地1

南あわじ市役所市民福祉部福祉課内 0799-43-5216 0799-43-5316

計 3,830


